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開発成果

成果概要

●MEA（膜・電極接合体）のハイブリッド化
　白金担持シングルウォールカーボンナノチューブ（SWCNT）と導電助剤添加による

I-V特性の改善
●カーボンの表面修飾
　ソリューションプラズマ（SP）によりSWCNTにPtナノ粒子の担持を実現
●実用化技術
　触媒担持 CNT の粉体形態での出荷を想定した性能評価や、触媒担持 CNT の製造

上のばらつきの評価

特  長

仕  様

開 発 技 術

●白金使用量の大幅な低減：約90％削減
●白金ナノ粒子のSWCNTへの安定担持
●ソリューションプラズマによる白金ナノ粒子の安定
生成
　触媒性能の作製ばらつき：0.039（標準偏差/平
均値）

本プロジェクト終了後、研究用サンプルとして
（株）名城ナノカーボンより販売予定である。
●白金使用量：0.15mg/w
●発電性能：0.67V@0.60A/cm2のI-V特性

●MEAのハイブリッド化技術
●カーボンの表面修飾技術

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

名古屋大学　未来社会創造機構　教授　齋藤永宏
e-mail…:hiro@sp.material.nagoya-u.ac.jp　電話番号：052-789-3259　FAX：052-789-3260
株式会社名城ナノカーボン　代表取締役　橋本　剛
e-mail…:hashimo@meijo-nano.com　電話番号：052-736-2322　FAX：052-736-5222
特願2018-085585

固体高分子形燃料電池用カーボン担持体
～白金レスSWCNT触媒の開発～
●…名古屋大学…教授　齋藤永宏、特任教授　虎澤研示、助教　上野智永、研究員　橋見一生
●…株式会社名城ナノカーボン　橋本　剛

Ptナノ粒子担持SWCNT
（TEM像）

MEA

I-V特性
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水素社会形成に向けた、小型・高効率燃料電池部材技術の開発
～知の拠点を中小企業連携開発拠点とし燃料電池部材技術を社会実装～

参画機関

●…名古屋大学
●…株式会社名城ナノカーボン
●…株式会社サーテックカリヤ
●…東洋樹脂株式会社
●…あいち産業科学技術総合センター

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

環境技術として燃料電池自動車への期待が高まっている一方で、燃料電池のコストが高く、触媒・電極材料、
セパレータ、周辺部材の一層の低コスト化と高機能化が求められている。
本プロジェクトでは、未来の分散型水素社会形成に向けた部材・要素技術開発として、名古屋大学が保有する
表面処理技術を核にカーボン材料の表面機能化に関する基盤技術を深化させ、①固体高分子形燃料電池電極
のカーボン担持体、②セパレータ材料に対するカーボン分散めっき、③カーボン分散コンポジット樹脂へと展開
し、部材の実用化と、低コスト燃料電池システムの構築を図った。

●固体高分子形燃料電池用カーボン担持体
●固体高分子形燃料電池用Al基材セパレータ

●燃料電池用軽量化部材
●新型燃料電池システム

●…株式会社名城ナノカーボン　代表取締役　橋本　剛

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

名古屋大学の要素技術を基に、燃料電池部材の実用
化開発を進めていった。素材関連の開発なので、基本
的には長期にわたるアプローチが必須であるが、限ら
れた時間の中で、ターゲットを絞って開発を進めていく
ことを心がけた。大学と愛知県内企業の連携体として、
密に連絡を取り、お互いのニーズや問題点を十分理解
しながら、研究開発を進めることができた。地域連携
による産学官のオープンイノベーション実践の場として
大いに機能させることができた。

各部材については参画した各社がそれぞれ事業化に繋
げていく。①固体高分子形燃料電池電極のカーボン担
持体については名城ナノカーボン、②セパレータ材料
に対するカーボン分散めっきについてはサーテックカリ
ヤ、③カーボン分散コンポジット樹脂は東洋樹脂であ
る。それぞれ、開発した技術のサンプルワークを進め、
製品へと仕上げ、数年を目処に市場展開を行う予定で
ある。

株式会社名城ナノカーボン
橋本　剛

名古屋大学
齋藤永宏
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